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MaaSと公共交通の
デジタルトラスフォーメーション

IBS /計量計画研究所 博士（工学） 牧村和彦

2022年12月7日
鉄道技術連合シンポジウム

本日お伝えしたいこと

• 交通政策におけるAs a Serviceとは

• コロナ禍での移動回復大作戦の意義

• コロナを乗り越え、新しい移動の価値創造の取り組み

• MaaSが都市（まち）を変える
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As a Service （連携、統合）

2

3



2022年12月7日

3

出典）イラストれお 4
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6出典）https://commons.wikimedia.org/wiki/File:PAG_GR107702_VanHool_T915_Chur_240115.jpg
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Timed transfer

出典）SBB
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コロナ禍での移動回復大作戦の意義
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ドイツ９ユーロ全土乗り放題の効果
✅チケットは計5200万枚を売り上げ、10億回/月の移動
✅10人に1人が週に1回は自動車の代わりに公共交通機関を利用
✅ CO2排出量180万トンの削減、自動車約38万8000台分の年間排出量に相当

参考）牧村和彦（2022）：公共交通が激安乗り放題 ドイツ“移動リハビリ大作戦”の成果は？、日経クロストレンド
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新しい移動の価値創出の取り組み
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11出典）USDOT, Equity Action Plan,2022

US DOT Equity Action Plan米国交通省による「公平性」の行動計画
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ロンドンバス4000台を
すべてEV車両に

2030年にはCO2ゼロを目指すロンドン
エリア全体の
環境ロードプライシング
（ULEZ)

脱炭素への行動変容ツール
（TfL GO(MaaS))

ヘルシーストリート
（道路空間再配分）

出典）TfL資料より作成

地域交通のリデザイン

13出典）牧村和彦(2022）：自動車大国の米国、MaaSで「鉄道復権」 マイカーフリー社会へ、日経クロストレンド、2022年2月25日



2022年12月7日

8

14出典）ハンブルグHVV他参考）牧村和彦（2022）：ドイツの先進MaaS 移動ルートに応じて最安値運賃を自動精算、日経クロストレンド

チケット購入からの解放：今春からチケット購入不要（移動履歴から最安値の決済）の次世代

サービスを導入した独ハンブルグ
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北京で始まるグリーンMaas：エコな移動を促し、個人には削減量が様々な特典と交換可能、事業

者は排出権の取引、行政当局は脱炭素社会の実現へ。今後中国100都市を推進

出典）牧村和彦（2022）：「Miles」より先進的？ エコな移動を促す中国「グリーンMaaS」、日経クロストレンド

エネルギー×移動のDXへ



2022年12月7日

9

16

出典）COLDPLAY 公式SNS

出典）DSRT 公式SNS

MaaSは、定義ではなく本質の理解と実践へ
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官民連携によるスマートモビリティ基盤

出典）https://transport.data.gouv.fr/stats

マルチモーダルな情報のガバナンス：フランスでは、公共交通だけでなく、

カープール、自転車シェアリング、路外駐車場、充電ステーションなど様々な移動情報を一元化（NAP)。データの
品質管理、データ活用を推進、地域のMaaS普及を促進。

参考）牧村和彦（2022）：モビリティサービスの動向と展望、基本政策部会資料、2022年3月11日より加筆

ストラスブール（28万）

ルーアン（人口11万）
サン＝テティエンヌ（人口17万）

ナント（人口30万）
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出典）DB公式SNS

23出典）LOK Report(2019）：Deutsche Bahn: 10 Jahre DB Navigator - 105 Millionen Handy-Tickets
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スイスSBBのMaaS：スイスSBB（都市間）と都市内（チューリッヒ、バー
ゼル、ベルン）が連携したMaaSが展開

2424

25

SBBの定額乗り放題パッケージ
（グリーンクラス）
・都市間鉄道、電気自動車、駅駐車場、公共交通チ
ケット、自転車シェアリング、タクシー等が自由に
組み合わせられる

出典）SBB
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ドアトゥドアのMaaSへ：フランスの「SNCFアシスタント」は、都市間バス、配車サービ

スやマイクロモビリティなどと連携、予約、決済など一元化（2020年10月からスタート）。

出典）SNCF

MaaSが都市（まち）を変える
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キーワード

• 駅⇒駅からドアトゥドアへ
• 時刻表から頻度へ、タクトダイヤ型へ
• 非接触から、ラッチがない結節点へ
• 人間中心の駅へ
• 駅は移動の選択肢を提供する拠点へ
• 定額制（次世代型）のインパクト：ウィーンモデル
• 駅周辺の駐車場の役割が大きく変化
• 完成させない駅、アップデートしていく駅
• 駅が目的地：EMoT効果、道の駅の逆輸入へ

28

チケットレス、キャッシュレス時代のモビリティハブ：
真のユニバーサルデザイン社会へ 。異なる移動手段が同一ホームで乗り継げるよう工夫された改札の無い結節点

写真）フランス・ナント
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人中心の都市の顔づくり：

2014年3月13日リニューアルオープン、地下には5190台収容の駐輪場
オランダ・ロッテルダム
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まちなかモビリティ・ハブ：カーシェアリングや自転車シェアリング、物流等の新しいモ
ビリティを集約した拠点（選択肢を増やし、グリーンモード普及を推進）をまちなかに計画配置。

独・ハンブルグ
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バス カーシェア

自転車シェア

宅配拠点

鉄軌道
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